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愛卸縣大畑．八草附近木節粘土調査報告
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dαyaround癒eareadescribed量sest伽ated
＆bout150，000－160，000metric　to茸s　with至n　the

Pδst　three　dec我母es。

　The　probable　ore　reserves　remained，ho冊

ever，amount　to　ca．、380，000　血etric　tons　of

踊gh　grade　ore銭　The　c13yey　bed　is　of　young

Te丘ia可a窪e，intefbedded　among　thick　sandy

beds．　Gravel　bed　covers　these　all　over　the

a罫ea。　丁脈e　s3nd　of　the　bed　is　not　yet　fully

雌tilize（1i盒sp童te　of　it＄　expected　bene負cation．

　　　　　　　要　約
、愛知縣西加茂郡保見村大畑及び八草地区は大畑木節，

八草木節として知られた木節粘土の産地である。大正の

初めから開発されで今日までに15～16万tの粘土を産

出し，粘土鉱床の中心部と見られ且つ探掘條件の『よい所

は探掘された感があるが，なお約38万tの推定鉱量を

有し，・品質もよく，その将来を期待し得る。

木節粘土は驚75，000足助図幅で上部鮮新期とされて

＊元鑛床部員
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いる第三紀暦の一部をなし，殆んど水平に厚、｛珪砂暦に

挾まれて洗澱している。この上部を被う礫層との関係は

整合である。・

この珪砂暦は現在の粘士鉱山の区域だけで推定鉱量

151万tを数える莫大量存在するが，験時中の主要需要

者であつた鉄鋼業の不振と硝子工業がまだ興らない爲に

充分に利用されず，木節粘土探掘の副産物的に出るもの

が大部分放棄されている事は，資源的にも粘土鉱業の探

算上からも惜しいものである。

地域内に『サバ」石の採掘跡が2ヵ所あ為が，重要でな
い◎

　　　　　　1．・緒　言
’本調査は主に愛知・岐阜両縣下に分布する特別な粘土

である蛙目粘土及び木箇粘土の調査の第2回として行つ

たものであるo本地域の地形測量は昭和22年11月5日

から同12月％日まで，51日問当所雇小川清が実施し，

地質調査は昭和23年1月から2月の1聞に8日聞山口地

区蛙目粘土試錐調査中に実施した。

本調査は窯業原料協議会を通じて名古屋市の共立窯業

原料株式会肚の依頼による調査である◎

　　　　　2．位置及び室逼
本地域は愛知縣西加茂郡保見村大字大畑及ぴ同八草に

属し，名古屋市の東方約14km，瀬戸市の正南約7km

の位置にあり，南北約2km，東西約2km，総面積3・264

km2（99万坪）の地域である0

　　　　　3．溝革及び現況
・本調査区域丙で現在粘土（木箇粘土）及び珪砂を採掘し、

ているのは次の5鉱山であξo
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鉱・山名 1経営者
豊徳鉱山－井上松霊郎
四方鉱画　加　藤臼恭　準
東海鉱山　　東海工業K．K．
向田鉱山　　共立窯業原料K．K．

貞宝鉱山　貞・宝工業K．K．

　　　　足立煉瓦K．『K．
　　　　　（三井鉱山所有鉱山）

所　在　地

　　　ス　ヤマ
大畑字砂山
　〃　嚇　　　〃

　〃　　大原

八草字向田
　〃　小江戸

グ 〃

この他に休業中叉は未開発鉱山ほ次の通り9箇所存在

する。

操掘権駈有者
井上松五郎．（豊徳鉱山）

　〃　　　　　　　　〃・

ケ
グ 〃

　〃　　　　　　　〃

加藤　恭耶　（四方鉱山）

共立窯業原料株式会杜

貞宝工業株式会肚
三井鉱山株式会肚
小　　　島　　　某

所在地備考
大畑字大原
八草字向田
　　　アプズル
大畑字油摺
八草字小江戸

大畑字大原
　ケ　『油摺

八草字向田
　溜　　　　　，ヴ

大・畑字大．原

休業
　〃

未開発

　〃

休業
　〃

　〃

未開発

休業

本弛域は殆んど村有地に属し， 採掘権iだけが設定iされ，

10年乃至20年の期限で契約が更新されるo

（1）豊徳鑛山

豊徳鉱山の昭和10年塚降の木笛粘土生産額は実の適

りである。

終職後には一般工業が回復レない爲，從来耐火練瓦そ

の他向に販費された五級晶以下の需要がなく，これが輩．

れない事と，一緒に操掘される珪砂の需要が興らない爲

に，粘土探掘事業の探算を著しく悪くしている。調査当

時採掘の木笛粘土の主な販費先は次の通りである。

　日本陶器株式会融　日本碍子株式会肚

東洋陶器株式会赴　伊奈製陶株式会肚　．

大同製鋼株式会祉・松風工業株式会批

　日本陶器，日本碍子等名古屋へは直接トラック輸邊さ

れ，、その他は名古屋鉄道三河線り猿投駅までトラックで

蓮ばれて貨物積にされる。．

　（2）四方鑛山

本鉱山は昭和10年4月1日茄藤恭季．氏によつて開嘱

され，引つづき今日に及んでいるが，調査当時月産巧O

t丙外と見られる。

開発以来の生産額として

四級木縢

五級木節

六級木笛

　計

2，450t

1，046〃

、935ク

474：81〃

なる統計を示されたが亀現状及び操掘跡から見てこの数

字は少し過少である。採掘木節粘土は現在は主として日

本碍子株式会泄：にトラックで直邊され，一部は九州耐火1

煉瓦株式会耐：に邊られているo

　（3）東海鑛山

現在の木笛粘土の生産は月約300tで尼ケ崎の旭硝子

株式会肚工場及び鳴海の扶桑金属工業株式会枇工場に邊

られる。最近5力年間の粘土生産高は次の通りである。

年次

10－

11

12・

ユ3

亘

15

16

17

18

19

20

21

22

8月ま
で計

三級数量
←一等）t

　1ブ300

　1，200

　1，200

　1，300

　1，200

　19000

　ユ，000

　900
　700
三級畢oo

　400
　545
　365
22，510一

軍償
円
金額
円
四級数量
に等）・t

箪償
円

3・5・14・55・r2・4・・

5．0α6，000　　4，800
　　16・00！、7，200　6，000・5。00
　〃　7，800　　7，000　〃
7，00 8，400　6，000　6．00
．列7，…／5，…、〃

9．3519，350　4，0GO　8．50
　別8，4・5　4，…1“
　〃　　　6，545　　　『3，000　　　〃

14．00　7，000四級2，500113．00

28・001玉1・200　2少20025・00

UO・00i59，950　2，070 100．00

　〃　40，150　1，160　〃

214，360 66，930

一金額

　円

　イ2．606，2窪0

4・00119・200

30，000i

35・oooi

36，000i

30，000

34，000

3470001

25，500

五級数量
（三等）t

，32，500i五級27000

　　55，000

207，000i

116，0001

696，3001

軍贋
用
金額
円 総漣数

　700　1．001　700　4，400
　　　　11♪20H・00「2240077200
4・000 3・001翅，00011・200

5…0…グ1・5・0…3・30・
4，00014・00116，00011，200

3，GOO1〃／ほ2，0009，000

3・90016・00119・8008・000

47000iヴ1267400　8，900
3，000〃1・9，80・6，700

　　110・0012∂・0005・000

　1001コ9・0011P9002・700

　－75・00　－　2，615
　一一　　　　　”　　1　　　－　　6　1，525

　　　　135・400　　i1与1・2301247740

　　　　旨

総金額

11，490

27，600

49，200

57，800

．60，400

49，0QO

63ラ150

68，815

51，845

59，500

68｝100

266，950

156，150

1，061，890
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年　攻・

昭和一8年
ヴ

〃

〃

〃

19

20

21

22

計1

出荷量t、

2，800

3，300

3，｛00

2，300

3，600

．15，400

なお粘土上部の珪砂暦から選別洗瀞した珪砂月約300

tを硝子原料用として旭硝子株式会肚尼ケ崎工場に邊つ

ているo、

　（4）向田鑛山

月産約150t開発以莱の生産高は次の通りである。本

地区の珪砂は現在利用されていない。

年　次

昭聯18年
　ケ　　19

　〃　　20

　ヴ　　21

生産高t

2，350

3，110

2づ743

向田鉱山産粘土の販費先は次の通りであるo

　日本陶器株式会肚　　松風工業株式会祉

　東洋陶器株式会肚　　和気耐火工業株式会肚

（5）頁宝鑛山

向田地区粘土暦が薄くて操算がとれず，現在休業中で

あるo初期では年産勾200tの生産が記録されているが，

大正9年頃から産額は減少じたものの檬である。

（工業原料鉱物調査報告第11号）

小江戸地区は昭和t6年頃開発され，專ら珪砂を探掘　り

しているo産額は月150t位（最高200t）と云つている

が，調査当時（昭和22年12月）には電気事情が悪い爲，

能率が挙つていなかつた。珪砂は探掘場に接した水洗工

場で，水洗して東海工業株式会麿に費つている。

　（6）匿井鑛山

粘土は木節と蛙目の混りの様な質で，調査当時（昭和

羽年12月）には人夫8人を使用しており粘土は主とし

て自家用耐火煉瓦製造に使用され，一部は販費されてい

た。粘土販費先は主として國有鉄道浜松機関庫である

由。向田地区は共立及び井上氏所有の鉱山に挾まれて存

するが，未開発である。

　　　　　　4。地　 形

　本地域は高距189m内外の丘陵性低山地で，最高所

億地域のや』南部にある三角点所在地で，標高1go．5m

である。地域の東部花嵩岩で構成される部分は，西部の

若い第三添己暦の礫暦に。被わ1れた所より地形が峻しく，両

者の中聞の珪砂層の露出した所は一・段と地形が緩かであ

るo河流は，東側に縣道滑いに保見川が流れ，この支流’

によつて開析される◎地域の中央よりや製北寄りに東西

に近く東洗する大畑川は・相当の神積地を持ち，粘土の

主要蓮搬路である準縣道を通じ，粘土の主要探掘場がこ

の澹線にならび，探掘跡の高い崖と捨土山とで特異な荒

凍たる景観を呈している。捨土山の最も発達しているの、

は大原地区で，捨土め厚さ50尺以上になり，元の漢谷

を埋めつくして原地形を一変して了つている。最近この監

附近も燃料の爲に樹木の乱伐が行われて，松林は弐第に

切沸われて，赤褐色の砂利肌を覆わした禿山に変りつ』

ある。

　　　　　　5、地　質
　本地域を構成する地質は，過牛は第三紀暦であるが，

東部の約1／3には花満岩が露出しており，川に沿うて少

しば：かり沖灘があるo

　花醐岩は本地域の基盤を構成するもので，猿投山を中

心に発達する黒雲母花嵩岩に属する。一般に風化露燗し

て所謂「サバ』石1伽こなつていて，所々嘗つて擦掘利用

された跡を残す。風化部は一般に厚く，弛地域の例で見

ると，その厚さは，10m内外に蓬しているものらしく，

地表に風化の残腰である花崩岩塊を載せている所は，極

めて稀である。縣道から粘土探掘場への自動車路の分れ

路の附近，即ち大畑川の合流点に近い北側に，閃雲花崩

岩が小区域露出している。

　第三紀暦は下部から含粘土珪砂暦と礫暦との2つに分

けられ，基盤の花崩岩を不整合に被つている。地暦は殆「

んど水平であるが，南東から北西に向けてわずかに傾斜

しているo

　含粘土珪砂暦は地域の中央部に花嵩岩に接して南北に

細長く露出し，中央に厚さ3～5mの木節粘土層を挾ん

で上下各5mの珪砂暦から成つている。下部の珪砂暦

の下部ではや瓦親粒になつて細粒礫岩駄となり，礫の大

さは50mmに達するも『のがあり，主として覇色の燧石

様砂岩及び赤褐又は友白の珪質砂岩の角陵のある小礫か

らなり，これに約30％に近い白色の長石粒を混在するo

一般に淡く，赤褐色に汚れており，時に割れ目に沿うて

褐鉄鉱∂皮穀を生じている事がある軌礫の配列は顯著

で，礫に稜角のある事を特徴とするが，時に丸いものも

ある。爲層は斯々に見られ1淡友色の粘土薄暦及び粘土

層のチギレを時々挾在するo

　粘土暦は厚さ3｛・5艶，主に木節粘土からなり，亜炭

又は炭質粘土の薄暦を挾有する。木節粘土は概ね渤荻色

緻密で粘力に富み，耐火度高く，一耐火粘士として採掘さ

れているものである6職は炭化不充分な所謂『皮木．1
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　　『第1圖　保見村・八章大畑地庭地形及び地質’圃［
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と称するもので，燃料としでは使用され七おらず，2暦

叉は3暦の10・》3Pcmの薄層をなすが，最下部の下部

珪砂暦と接してあるものが全地域を通じて発達がよく，

厚さも30cm以上になる事がある。他暦は一耀に「皮1

木』の存在も少なく，炭質物を含んだチヲコレート色の

粘土の薄暦になつている場合も・あるo

珪砂暦は主として石英砂から成り，少量の長石粒を混

えて，厚さは木節粘土の上部のものも下部のものも約5

1nで，全地域に亘つて厚さの変化がなく，且つ粘土暦の

挟在する事も殆んどない。上部のものは木笛粘土採掘め

際に探掘されるので，從来とも硝子原料用叉は鎗物用と

して利用されて来たが，下部の珪砂暦は今まで未採掘で

あり，未利用であつた。然し下部暦の方が幾分による汚

れもすくなく，肉眼的には珪砂として優良な様に思われ

るo

　礫暦は地域の主要部分を被づており，その2／3以上を

占めて、・るo厚さは厚い所は10’》17mであるo径3cm

内外の円礫を主とし，大きなもので10c孤丙外の直径

を有し）各種の古期石英質砂岩及び珪岩からなつていて，

花嵩岩等の火威岩を混有しない。これらの礫を膠結して

いるものは，砂叉は砂質粘土である。本礫層は．フ珪砂厨

に移り変る下部では，相当に砂質となり，著しい爲暦を

示し，粘土層を挾在する。この移化部の厚さは30cm

位から3m位まで1部分によつて異るが，挾在する粘

．f暦は厚さ10～20cm，長さ10ロ｝位のレンズ状をなす

ものが多く，特に珪砂暦に移り変る境附近でほ，粘土薄

、暦は引きちぎられ’て水李に配列した粘土礫わ如く，特徴

のある形をなしているo

　これら第三紀厨累暦は，1：75，000足助図幅で上部鮮

新期に属するものとして記載されているものであるQ

　　　、 　　　6。鑛　床
　本地域で操掘稼行の対象となるものは，木節粘土・珪

砂及び「サバ』石で．ある。木蔀粘土及び珪砂は所謂第三紀

層中の含粘土珪砂暦中から，「ザバ」石はその基盤をなす

花崩岩の風化部から操掘されるが，主要なものは木節粘

土で，・珪砂は現在木節粘土の副産物的に一部処分されて

いるに過ぎないo「サバ』石愉嘗つて操掘Lた掘跡が2カ

所あるだけで，現在は稼行されていない。

　木節粘土は地域のほ讐中央部を中心として，その北に

分布する。中心部と思われる大畑字大原・砂山附近では，

か｝6m．の厚さを有し，その品質も良好であるが，東部

、は花嵩岩に切られ，北・西。南に薄くなり，』また品質も悪

くなる。南端は田籾への境に近い附近まで追跡出来る

1が，厚さ10cm内外となり，燧iに尖減する。西方は，

向田の貞宝鉱山では既に稼行に耐えず，4の小江戸地区

起もよ、～木節粘土は期待し難い。

木節粘土暦は略々水平に洗澱した所謂二次粘土で・僅

かにNWに傾斜するoこの傾斜の程度は岩石軟弱のた
め直接に測る事は困難であるが，南東端に近い油掴附近

とこれから約1km離れた向田附近とで，木節粘土暦表

面の高さに約5mの差を認める程度である。珪砂暦は

木蹄粘土暦を挾んで上下に各5m位ずつ存在する◎・南

端部附近から南部では，木籔粘土は尖滅して珪砂暦のみ

となるo

各粘土採掘所及ぴ探擢跡の地質柱状図（省略）◎木籔粘

土は厚さ10’》30cmの距炭薄暦1叉はチョコレート色の

炭質粘土暦を2枚叉は3枚鋏んでいる。亜炭暦は一般に

炭化不充分な「皮木』と称すξもので，燃料その他に利用

されていない。木蔀粘fは一般に下部の方が耐火度が高

く良質で，三級乃至五級榮に相当するものが窟出されるg

等級

1級

／2

3
4
5
6
7
8

規剰生櫛粘頒格 乾燥木節粘土償格

S奪35以上
SK35｛・34

SK　34
SK34＾げ33

SR33《プ32

SIく32～31

SK31｛プ30

SK30未満

　円
1，274。00

1，080・00

878．00

79工．oo

598．00

405．00

357．00

愛32。00

　円
1，795・00

1，602．00

i，390．OG

1，08玉．GO

840．00’

640．00

600．00

483．00

本地域麗木笛粘土の諸性質に関する試験結果は次の通

りであるo

焼成試験

試料矧鷲蔽齪灘艶
向田鉱山A
〃　　B

　〃　　C

〃　　D

乳．O

o．3

0．5

O．5

豊徳鉱山Aぼ。3

　〃　　：B　O．8

〃　　C

　〃　　D
四方鉱山A
〃

〃

〃

〃

B
C
D
E

o，25

o．9

1．2

0．8

1。25
0．4・

未掘

　　ヨ淡鼠色1帯淡褐鼠色
　　1濃鼠色1帯淡鵜鼠色
　　セ

灘慶難雛
淡友色

青荻色

茶褐色
砂目多し

淡友色

淡青色

　〃
嘗茶友色

　〃
淡鼠色

次鳶色焼締良

次黄色焼締悪

淡茶色焼締悪

鳶褐色焼締良
』黄 褐

〃

グ

〃

〃

色

耐火度

S：K33十

SK33
聖
S K32十
SK32十

SK32
SK32十

SK32一

SK33　－

SK33
SK33
SK33
SK33
、SK33十

（昭23『年共立窯業原料株式会肚試験室〉

＊昭和23年7月3ゴ同付物贋聴告示第、564號による木節粘土の等
級別殖當や公竈蟹絡ば象の蓮りであるo
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粒子試験（アドリナゼソ氏法による）の結果は次の如く

く第2図）であるo

　　　　　　7。鑛　：量
、本地域の鉱量は下表の通りである。

．望ooz

　［

鉱山所在
名　小字
　1

木節粘士
器琵土

豊徳1砂山5・》6

　i　．9豊徳汰原・
四方砂山戸3

四方大原2
整懸4・
共－．絢田3帽4

共立脾摺3
豊徳軸摺1ケ2

計

1：5

1：4

畳

鉱『量
　（t）

3．89×104

3．1×104

0．3×104

1．7×104

7．7×104

珪 砂’

1：4

1：5

1：5

1：5

1：5

～00

暦厚（m）1鮒鑓（t）

5一（2枚）

5一（2枚）

7．4×104・

8。3×10喋

5・参×1・41

5
10

10

10

ユo

！3乳5×・c41

＊

．酋方鉱山　SK3z

1。1×105

1．1×1G5

0．5×105

2．1×105

3．4×105

3．0×105

3。9×105

咋

50

髄子径（／⇔

匹方鉱山　　温31

よ

一
24

15．0×105

箭殆んど排水土余地なし

0

、↑ool

　卜

！
、

　ヒ　レ
．5。「

粒子径1．
訟

　　　　　　8．結　論
大畑八草地区では，木節粘土鉱床として條件のよ炉所

の大部分を取つた傾向ばあるが，各地ともまだ相当の採

掘可能の鉱量を残している。各鉱山の推定鉱量の合計は

約38万tに蓮し現在程度の探掘状況を続けるならば，

なお20～30年を與える事が出来る。但し今後は粘土採

取の爲の排土量が釜々大となるので，操算は釜々困難と

なる傾向がある。所在各鉱山の丙で地形及び位置に恵ま

れて，排除すべき砂・砂利が比較的少なく，優良な條件

を備えているものは，大畑大原の東海鉱山及び八草向田

の共立窯業原料会肚の向田鉱山の2つであるo両者は共

に推定鉱量7万t以上であり・将来怪を有する鉱山であ

るo

珪砂はその鉱量莫大で，その鉱量は現在木節粘土鉱山

だけでも150万tを超過する。職時中は珪砂を主目的に

稼行した所もあ？たが・時世が変化した現今は・左様な一

所はなく，現在原料関係で硝子工業未だ興らず，重工業

なお不振の爲需要が少なく，木籔粘土探掘の副産物的に

探掘される珪i砂の大部分は放棄されて，豊徳鉱山及び東

海鉱山産めものの一部が利用されているに過ぎない。ご

れが需要の憎大は，唯に放棄されている珪砂の利用のみ

でなく，木邸粘土の探算を良くするものであるから，こ

の方面の工業の速な再建復興が待望される◎

大畑八草地区の粘土鉱床は・礫層の下部に整合して珪

砂暦に挾まれて洗澱し，可なりの広範囲に変化少なく水

耶に近く存在する。粘土暦を操掘する場合粘土暦の下方

に手を着けない関係上，下部珪砂暦の一部までで，その

豊徳鉱山　 S鴎3

o

メ
100「

L
」

粒子径し頻

／！一イー

　　　　　　粒子径1！乙G

24

zo　　　～4弼

一第2圖　（昭瀦23年．典立窯業原料株式會肚試駒室）

下部にどんな暦が来るかは全然不明であるσ層序関係か

ら云うと，この下部には蛙目粘王を含む粘土暦が来る事

になるが，洗澱状態の非常な不規則な小規模の湖沼洗澱

物と見られるこの種堆積層の下部駄態を確かめるために

は，適当な場所に試錐を実施するより方法がない◎豊徳

鉱山の向田地区からは，珪砂の下方から蛙目粘土と思わ

れるものを謹したが，砂質多く品質不良で採掘に及ばな

かづたと云う話もあり，八草地区：から蛙目類似の粘土を

他の八が持参した例もあるo小型試錐機を悩ます礫暦を

さけて，向田鉱山・東海鉱山等の現操掘鉱山の採掘跡に

数本の試錐が実施されて珪砂層の下部が鮮明にされ・且

つこれら諸膚を洗澱した湖盆の基盤の形が決定される事

が，将来の探鉱の上からも塑ましいo（昭和器年7丹）
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